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研究成果の概要（和文）：本研究は、生態系サービスの生成過程における拡散・移動メカニズムを精確に捉える
統計モデルを構築し、これを最適化システムに組み込むことで、生態系サービスの経済評価と持続的供給を実現
する資源利用の時空間的最適制御を提案するものである。特に、送粉サービスや外来種の拡散に焦点を当て、拡
散・移動に影響を与える景観構造との関係を考慮した統計モデルを開発した。また、生成過程の精確な把握のた
めに、情報量規準を改良し最適なモデルを選択する手法を開発した。これらの統計モデルを用いて、持続的な資
源利用に関する空間的制約を考慮した離散最適化モデルを構築し、経済・政策分析への応用を可能にした。

研究成果の概要（英文）：This research aims to construct a statistical model that accurately captures
 the diffusion and migration mechanisms observed in the process of ecosystem service generation. By 
integrating this model into an optimization system, the research seeks to achieve spatiotemporal 
optimal control of resource use, enabling the economic evaluation and sustainable supply of various 
ecosystem services, and contributing to economic and policy analysis. The research focuses on 
pollination services and the spread of invasive species, developing a statistical model that 
considers the relationship with surrounding landscape structures affecting diffusion and migration. 
For accurate understanding of the generation process, an improved information criterion method was 
developed to select the optimal model. By incorporating these statistical models, a discrete 
optimization model was developed that imposes various spatial constraints on sustainable resource 
use, facilitating economic and policy analysis.

研究分野： 森林資源経済学

キーワード： 環境経済　生態系サービス　離散最適化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果により、研究対象地区の生態系サービスを持続的に享受するための効率的な資源利用の具体的な空間
配置および利用制御を明らかにすることができる。さらに、資源利用などの経済活動が生態系サービスに与える
影響を定量的に評価・把握することが可能であり、広義の経済価値に基づいた意思決定プロセスに必要なトレー
ドオフの情報を提供できる。したがって、政策決定者に対しては、想定される経済政策の影響を定量化すること
で、政策決定に有効な情報を提供することが可能となる。さらに、今後この分野で発展が期待される実データに
基づいた研究の基盤となるフレームワークを提供し、課題を抽出することも見込まれ、意義あるものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

近年、利便性・経済性に偏重した自然資本(資源)利用による植生や土地利用の改変が、多くの
生態系サービスにとっての重要な生成メカニズムである、生物種の拡散・移動を阻害し、その結
果、生態系サービスの質・量の低下に繋がっている。それゆえ、資源利用といった経済活動が生
物種の拡散・移動へ及ぼす影響を的確に捉え、経済活動と生態系サービスの競合関係(トレード
オフ)を評価し、それらの便益バランスを考慮して生態系サービスを管理する必要がある。これ
までの生態系サービスの評価に関する研究では、代替法やアンケート調査をもとに経済価値を
算出する研究、昨今では“生態系サービスへの支払い(PES)”の概念に基づく受益者の直接支払
いによる評価の研究などがあるが、これらはサービスを受ける需要者側の評価に基づくもので
あり、サービス供給者側の“生産”に関する“最適な”意思決定に基づいた経済評価の研究は少
ない。また、拡散・移動といった動態メカニズムについては、理論的なモデルに関する研究はあ
るものの、実データを用いた数値実験は展開され始めたばかりである。生物学・生態学分野では、
調査データに基づき自然環境に備わる様々な機能を明らかにし、生態系サービスと関連付ける
研究は多く存在するが、経済活動の影響分析は課題とされてきた。このような状況において、分
野融合的なアプローチによる先進的な取り組みの成果として, 土地利用シミュレーションモデ
ルが近年注目を浴びている。こういったシミュレーションモデルは、生態系サービスを定量化し、
それらの経済価値を地図上に可視化できるものの得られる結果は、与えられたシナリオに基づ
くシミュレーションによるもので、資源管理や土地利用に対する“最適な”意思決定により得ら
れる解ではない。こういったシミュレーションモデルでは、単に実行可能解同士の比較ができる
だけであり、トレードオフの評価に必要な経済活動と生態系サービスの“生産可能性フロンティ
ア”の形状を明らかにすることはできない。その結果、便益バランスを考慮した解、すなわち効
率的・効果的な生態系サービス管理を展開することは難しい。また、与えられた制約条件下で対
象地の生産能力を最大限に活用した土地利用の最適配置を探索することを目的としておらず、
シナリオごとに提示される土地利用の配置パターンの効率性を評価できない。 

 
２．研究の目的 
本研究では、生態系サービスの経済評価と持続的供給を可能にする資源利用の最適な時空間的
制御の実現に向けた経済・政策分析を念頭に、生態系サービスの生成過程に見られる基本的なメ
カニズム(拡散・移動)を的確に捉えた最適化システムを構築することにより様々な生態系サービ
スのトレードオフ評価と資源管理の意思決定支援を試みる。 

 

３．研究の方法 
方法の概要は以下の通りである。まず、a)拡散移動メカニズムを伴う生態系サービスを中心に
様々な生態系サービスについて、フィールド調査地を設置し、効率的なデータ収集方法の開発と、
地理情報、移動・拡散パターンの可視情報、資源利用に関わる経済情報の収集を行う。同時に過
去の文献・資料からもこれらの情報収集を行う。次に、b)得られるデータを基に、拡散・移動の
動態を時空間的に再現できる数理モデルおよびシミュレーションモデルおよび、森林資源動態
を予測する統計モデルを構築する。そして、シミュレーションモデルや成長予測モデルを基に、
c)生態系サービス供給を考慮した資源利用の複雑な時空間配置を最適化できる離散最適化モデ
ルを構築する。さらに、d)地理情報システム(GIS)を基盤として、上記モデル群を連結し、可視
化システムを構築する。e) 最後に構築されるシステムを用いて、生態系サービスの持続的供給
を可能にする効率的な資源利用の最適な時空間配置に向けた経済・政策分析を行う。具体的には、
まず、フィールド調査・データベース構築の段階においては、生態系サービス調査グループと経
済情報収集グループに分け、野外調査、空間地理情報収集・解析などを行う。そして、集められ
るデータ・情報に対して、統計解析分析グループの分担者が中心となり、拡散・移動に対する土
地利用空間構造の影響を解析する。また、森林動態の予測モデルを構築する。そして、これらの
グループによる統計分析結果を基にシミュレーション分析グループが、各対象生物種の移動・拡
散に対するシミュレーションモデルを構築する。さらに、数理最適化を専門とする代表者を中心
に、各拡散・移動モデルを最適化モデルに組み込む。 
 
４．研究成果 

(1) 森林属性のデータ収集方法の開発について、簡易的な手法でありながら、詳細に樹木の形状

や体積をプロットレベルで評価できる手法を検討した。具体的には、写真測量と最新の画像解析

技術を組み合わせた方法で、プロット内をスマートフォンで繰り返し撮影しながら踏査し、3D デ

ータ生成ソフト(MetaShape)により、プロット内の樹木の立木位置を把握しながら、同時に複数

樹木の３次元モデル化を可能にした。さらに、小型ドローンによる林内の撮影動画と 3D データ

生成ソフトを組み合わせて、より効率的にプロット内の樹木の立木位置を把握しながら、同時に

複数樹木の３次元モデル化を可能にした。樹木の形状や材積量は、様々な生態系サービスを評価

する上で重要な基礎情報であるため、これらの研究は、バランスの取れた生態系サービスの持続



的発揮を念頭にした最適化モデルにおけるパラメータ推定と設定に非常に重要な役割を担うと

考えられる。 

 

 
図１ 小型ドローンによる林内撮影動画を基に 3D データ生成ソフト(MetaShape)により作成

されたプロットの立木３D モデル 

 

(2) 送粉サービスの指標として、宮崎県綾町において日向夏へのニホンミツバチ訪花数のモニ

タリングを行った。調査期間での継続調査の結果、毎年減少したミツバチ個体数はある程度まで

回復していることが確認された。天然林をミツバチの生息域と仮定して、天然林からの距離と天

然林周辺の景観構造を説明変数としてミツバチ訪花数を推定する統計モデルを開発した。モデ

ルによる解析の結果、天然林からの距離によってミツバチ訪花数が減少するパターンが見出さ

れた。また、天然林と農地・草地面積が多いほど、ミツバチ生息域として適していることが示唆

された。 

 

(3) 外来動植物の管理優先地域を特定するための分布データの整備と空間分析に取り組んだ。

全国スケールでは、日本の外来帰化植物 1,094 種、在来種子植物 4,664 種の全国分布データ（10

㎞×10 ㎞グリッドレベル）を用いて、帰化植物の種多様性パターンを分析した。その結果、定

着成功を左右する物理的・生物的要因は、帰化植物の起源地によって異なることが明らかになっ

た。一方で、人為かく乱は、起源地を問わず帰化植物定着の主要なドライバであり、外来種拡大

抑止において、人為インパクトの制御が重要な役割を果たすことが明らかになった。また、沖縄

島北部（やんばる）を対象とした分析では、対象地域に生息する在来脊椎動物（哺乳類 29 種、

鳥類 155 種、爬虫類 47 種、両生類 23 種）の地理分布データから保全優先地域を特定し、それら

と侵略的外来種（フイリマングース）の分布動態との関係を解析した。マングース駆除努力は、

全体として、保全優先地域内のマングース分布確率（生物多様性にとっての脅威）を効果的に減

少させていたが、局所的にはマングースの分布確率が上昇している場所もあり、駆除継続の必要

性が示唆された。さらに、九州大学福岡演習林において、外来植物の侵入状況調査を実施した。

約 100 年前に作成された植物相リストと比較して、外来植物種数が大幅に増加していることが

明らかになった。加えて、北海道大雪山国立公園（糠平温泉山）における針葉樹林の長期モニタ

リングプロット（1989 年設置）における再調査を、2022 年 8 月に実施した（全体 180 グリッド

の 12.7%、個体数的には 25%）。これにより 30 年以上に及ぶ、樹木の成長・枯死を定量でき、長

期的な森林動態を分析するためのデータを得ることができた。大雪山の針葉樹林を動態の概要

は、以下の通りだった。1989 年以来（約 30 年間）樹木の個体数は大幅に減少し、森林の現存量

の指標である胸高断面積合計（BA）は増加していた。この傾向は、樹種ごとに見ても共通してお

り、大規模な台風撹乱がない期間は、安定した森林として維持されていることが明らかとなった。 

 

(4) 森林におけるレクリエーション活動の需要が高まるなか、自然環境におけるレクリエーシ

ョン活動は、重要な生態系サービスの１つとなってきている。それゆえ、そういったレクリエー

ション活動に対する観光客や利用者の選好を明らかにすることは、生態系サービスの持続的か

つ効率的な発揮を可能にする森林管理・土地利用最適化モデルを構築する上で非常に重要な情

報になる。そこで、まず、多様なレクリエーション活動がそれぞれ「どのような自然環境で行わ

れるのが好ましいか」について、様々な土地利用の写真を用いたアンケート調査を行った。沖縄

県北部の典型的な土地利用の写真を撮影し、それらをアンケート調査に組み込んだ。個人の属性

と写真に対する選好評価のデータを収集し、属性と選好の関係を評価するため、ノンパラメット



リック分析を行った。また、林道法面の管理においても土砂崩れや崩落防止を主たる目的としつ

つ、同時に景観美も考慮することが課題となってきている。そこで、法面緑化工法を抽出し、そ

れらの写真を用いて、好ましい法面景観に対するアンケート調査を実施した。個人の属性と写真

に対する選好評価のデータを収集し、属性と選好の関係を評価するため、カイ２乗検定とガンマ

係数を算出した。我々の研究対象地における分析結果は、法面景観美の質は重要であるものの、

安全性がより望まれることが示唆された。 

 

(5) 土砂流出や土砂崩れの防止は、森林における重要な生態系サービスの１つである。そこで、

土砂流出は湖の水域に影響を及ぼすことを念頭に、簡易的な空中写真の取得と、変化係数の推定

手法を応用し、湖の周辺の土地利用と湖の水域の関係を定量的に評価した。ここでは、試験的に

容易に取得可能なデータのみを分析の対象として、手法のデモンストレーションを行なったが、

今後、追加的なデータや、地形のデータを分析に加えることでより正確な影響評価に繋がること

が期待できる。 

 

(6) 地理要因を含む実データに対する統計学的手法を開発した。モデルの構造が地理的に変化

する際に用いられる代表的な手法である地理的加重一般化線形モデルに着目し、パラメトリッ

クモデルとの比較検討を行った。加重関数をガウス型とし、推定範囲を特定するバンド幅につい

ては交差検証法に基づいて決定するプロセスが機能することを確認した。ヒートマップを用い

た地理的変化の表現については地理的加重一般化線形モデルが細やかな変化を表現できるとい

う点で優れていた。一方でパラメトリックモデル（今回は多項式を用いた）はラフな表現になる 

が、パラメータの必要性に関する検定といった意思決定ツールが数多く存在するためケースバ

イケースでどちらのモデルを用いるのか検証する必要があった。また、地理的要因をノンパラメ

トリックに評価するために局外ベースラインを用い、森林成長が地理的要因で変化する様子を

記述することができた。このことにより、成長関数を事前に特定せずとも地理的な要因変化をモ

デルに組み込むことが可能となり、更には変化の強弱やトレンドを観察することも可能となっ

た。実解析においてはスギの成長データを用いた。また、位置や時間などの条件によって回帰係

数が変化する変化係数を導入することで、拡散・移動に対する土地利用空間構造の影響をモデル

化した。変化係数の推定法として、スプライン基底関数などを利用したセミパラメトリックな推

定法を開発した。これにより、ノンパラメトリック法のように細やかな変化の記述を可能にしつ

つ、パラメトリック法のように信頼区間や仮説検定の構築が可能となる。前述の地理的加重一般

化線形モデルによるノンパラメトリックな評価結果を参照し、地理的要因の空間的構造の記述

に適した基底関数の選定を行った。スギの成長データを用いて、森林成長が地理的要因で変化す

る様子をセミパラメトリックに評価した結果に対して、変化の有無や強弱に関する仮説を統計

的に評価することが可能となった。 

 

(7) 生態系サービスの持続的かつ効率的な発揮に向けた管理の時空間配置最適化モデルの構築

については、森林に生息する野生動物の生息地保全を念頭に 3 件の研究を実施した。1 つは、林

地の構造と生息地の質を関連づけ、森林の管理が生息地の質へ及ぼす影響を踏まえて、管理の最

適時空間配置を最適化するモデルの構築である。ここでは、野生動物の生息地の適性を定量的に

評価する HSI モデルを構築・導入し、木材生産とのトレードオフ評価を可能にする最適化システ

ムを構築した。樹高などの属性の他に、林地が河川などの土地利用形態との空間的な位置関係な

ども属性として考慮した。樹木の成長や伐採に伴い動的に変動する属性を HSI モデルに組み込

むことで、森林管理が生息地の質に及ぼす影響を定量的に捉えることが可能となった。また、管

理の空間配置と河川などの土地利用形態との位置関係から、生息地の質に対して時空間的な評

価が可能となった。もう 1 つは、ある構造を持つ林地を保護区として、管理を排除する制約を加

えた最適化モデルの構築である。ここでは、帯状などの小規模な伐採区画による低インパクト伐

採計画の最適化について、野生動物の潜在的な生息地における伐採禁止シナリオとそういった

制約なしのシナリオを想定し、最適化モデルを構築した。この最適化モデルにより、野生動物の

潜在的な生息地における伐採の禁止や、既存の作業道との位置関係を考慮した、帯状伐採の最適

な時空間配置が可能となった。さらに、生物種の拡散・移動メカニズムを考慮した、生息地の連

続性といった空間構造を扱った最適化モデルの構築を試みた。経済活動による土地利用の改変

は、森林を生息地とする野生動植物の生息地の分断に繋がっており、分断による生物種の移動・

交流の阻害は、生物種へのストレスとなり、絶滅を引き起こしかねない。分断された生息地を繋

ぐコリドーの設置は、生物種の移動・交流を可能にする一方で社会経済活動に対する大きな制約

になるため、効率的かつ効果的なコリドー配置は重要な課題である。ここでは、最適コリドー配

置の探索を可能にする新たな最適化手法として「最大流量問題」を応用した、整数計画法による

最適化モデルの開発を試みた。そして、ベトナム北部の Thanh Hóa Province にある森林地帯 

815km2 を対象に数値デモンストレーションを行ない、効率的なコリドー配置が探索できること



を示した。 

 

 
図 2 コリドー配置最適化モデルによる最適解の１例 
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60

10.31557/APJCP.2018.19.12.3321

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Simulation Models in Gastric Cancer Screening: A Systematic Review

Asian Pacific Journal of Cancer Prevention 3321～3334

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Matsuda Ayako、Saika Kumiko、Tanaka Rina、Ito Yuri、Fukui Keisuke、Kamo Ken-Ichi 19

 １．著者名

10.1007/s11629-019-5655-9

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Balancing timber production and habitat conservation of Okinawa Rails (Gallirallus okinawae):
Application of a harvest scheduling optimization model in subtropical forest in Okinawa, Japan

Journal of Mountain Science 2770～2782

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Konoshima Masashi、Yoshimoto Atsushi 16

 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

10.1093/forsci/fxy006

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A New Optimization Model for Spatially Constrained Harvest Scheduling under Area Restrictions
through Maximum Flow Problem

Forest Science 392～406

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Yoshimoto Atsushi、Asante Patrick 64

 １．著者名

10.15684/formath.005

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Time Variant Distribution of Sugi Log Prices based on Geometric Mean-Reverting Model for Risk
Valuation

FORMATH n/a～n/a

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yoshimoto Atsushi、Carlos Jimenez Juan 18

 １．著者名

10.1093/jjco/hyz033

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Statistical inference for estimating the incidence of cancer at the prefectural level in Japan

Japanese Journal of Clinical Oncology 481～485

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Tanabe Ryunosuke、Kamo Ken-ichi、Fukui Keisuke、Imori Shinpei 49

 １．著者名

10.15684/formath.003

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A New Approach to Classify Growth Patterns Based on Growth Function Selection and K-means
Method

FORMATH n/a～n/a

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kamo Ken-ichi 18

 １．著者名



2018年

2018年

2019年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.15684/formath.17.005

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Optimal trail routing for recreational management through visual quality values

FORMATH 1-11

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yoshimoto, A., Surovy, P., Konoshima, M., Surova, D., 17

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
外来種駆除の生物多様性保全効果：保全優先地域と脅威動態の関係

統計数理 印刷中

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
楠本聞太郎、南木大祐、久保田康裕 67

 １．著者名

10.1093/forsci/fxy044

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Focal-Point Aggregation Under Area Restrictions through Spatially Constrained Optimal Harvest
Scheduling

Forest Science 164～177

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Yoshimoto Atsushi、Asante Patrick 65

 １．著者名

10.1007/s40725-018-0080-9

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Incorporating Carbon and Bioenergy Concerns Into Forest Management

Current Forestry Reports 150～160

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yoshimoto Atsushi、Asante Patrick、Itaka Shizu 4

 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
EPMC estimation in discriminant analysis when the dimension and sample sizes are large

Hiroshima Mathematical Journal 23-62

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
T. Tonda, T. Nakagawa, H. Wakaki 47

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Estimating varying coefficients for longitudinal data without specifying spatial-temporal
baseline trend

Journal of The Japan Statistical Society 1-12

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
T. Tonda and K. Satoh 47

 １．著者名

10.15684/formath.16.002

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Growth Analysis Using Nuisance Baseline

FORMATH 12-21

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
K. Kamo, T. Tonda and K. Satoh 16

 １．著者名

10.2991/ijndc.2017.5.4.6

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Estimating and Visualizing the Time-varying Effects of a Binary Covariate on Longitudinal Big
Text Data

International Journal of Networked and Distributed Computing 243～243

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Izumi Shizue、Tonda Tetsuji、Kawano Noriyuki、Satoh Kenichi 5

 １．著者名



2017年

〔学会発表〕　計49件（うち招待講演　17件／うち国際学会　33件）

2021年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Joint International Symposium on Sustainable Forest Ecosystem Management by Taiwan, Japan and Korea（国際学会）

FORMATH 2022（国際学会）

FORMATH 2022（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yasushi MITSUDA

Yasushi MITSUDA

Masashi Konoshima

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

Relationship between abundance of native honey bee (Apis cerana) and distance to natural forests in hyuganatsu (Citrus
tamurana) orchards in Aya Town, Miyazaki Prefecture

Evaluating habitat quality of natural forests as nesting habitat for native honey bee (Apis cerana) using field survey data
of number of bees visiting to flowers of huganatsu (Citrus tamurana)

Visual preferences for slope greening and stabilization interventions: the case study of Northern part of Okinawa Island,
Japan

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A study on the bias-correction effect of the AIC for selecting variables in normal multivariate
linear regression models under model misspecification

REVSTAT-Statistical Journal 299-332

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
H.Yanagihara, K.Kamo, S.Imori, M.Yamamura 15

 １．著者名



2022年

2021年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Joint International Symposium on Sustainable Forest Ecosystem Management by Taiwan, Japan and Korea（招待講演）（国際学会）

FORMATH 2022（国際学会）

日本がん登録協議会（招待講演）

Joint International Symposium on Sustainable Forest Ecosystem Management by Taiwan, Japan and Korea（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Atsushi Yoshimoto

福井敬祐

Masashi Konoshima

Atsushi Yoshimoto

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

がん登録データ活用のためのツール開発とその応用

Revisiting Thinning Strategy Optimization for Timber Production in Pinus kesiya Stands of Vietnam Using Dynamic Programming

Stochastic Modeling and Landscape Management

 １．発表者名

Inter-Temporal Aggregation for Spatially Explicit Optimal Harvest Scheduling under Area Restrictions



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

FORMATH 2023（国際学会）

FORMATH 2023（国際学会）

FORMATH 2023（国際学会）

FORMATH 2023（国際学会）

Atsushi Yoshimoto

Tetsuji Tonda

Kenichi Kamo

Masashi Konoshima

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

Plot-level 3D Modeling and Stem Volume Estimation Based on Under-canopy UAV-SfM-MVS Survey Approach in Subtropical Forest of
Okinawa Island, Japan

Mixed Integer Programming Models for Land Use Management Concerning Pollination Services

Estimating Temporal Trend of Height-Diameter Curves in the Even-Aged Plantation Forest

Statistical Approach for Selecting Height-Diameter Curves

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名



2024年

2024年

2024年

2024年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

FORMATH 2024（招待講演）（国際学会）

FORMATH 2024（招待講演）（国際学会）

Atsushi Yoshimoto

Yasushi Mitsuda

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
FORMATH 2024（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Masashi Konoshima

Tetsuji Tonda

 ３．学会等名

Distance Constraints to Create Green-Pathway as Environmental Concerns for Spatially Constrained Harvest Scheduling

Developing a Landslide Probability Model Using Similarity-Based Sampling of Absence Data: A Case Study in Itsuki Village,
Kumamoto Prefecture, Japan

Analysis of the geographic and vegetation factors influencing predation damage on sea turtle eggs by alien Japanese wild
boar (Susscrofa leucomystax) on Tokashiki Island, Okinawa, Japan

Selection of time varying Height-Diameter curves

 ３．学会等名

FORMATH 2024（招待講演）（国際学会）



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

統計数理研究所リスク解析戦略研究センターシンポジウム-データサイエンスが切り拓く資源管理のフロンティア -（招待講演）

統計数理研究所リスク解析戦略研究センターシンポジウム-データサイエンスが切り拓く資源管理のフロンティア -（招待講演）

統計数理研究所リスク解析戦略研究センターシンポジウム-データサイエンスが切り拓く資源管理のフロンティア -（招待講演）

統計数理研究所リスク解析戦略研究センターシンポジウム-データサイエンスが切り拓く資源管理のフロンティア -（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

冨田 哲治

木島 真志

光田 靖

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

時空間情報を活用した回帰モデルについて

森林経営管理における時空間軸の意思決定

土砂災害リスクを考慮した林業適地抽出技術の開発

成長関数の選択問題とその周辺

 １．発表者名
加茂 憲一



2023年

2021年

2021年

2021年

統計数理研究所リスク解析戦略研究センターシンポジウム-データサイエンスが切り拓く資源管理のフロンティア -（招待講演）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 2022 ISAE (PERHEPI) International Conference（招待講演）（国際学会）

The 4th International Conference of TREPSEA 2021（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Atsushi Yoshimoto

 ２．発表標題

吉本 敦

Atsushi Yoshimoto

Atsushi Yoshimoto

5th ZIB-RIKEN-IMI-ISM MODAL Workshop on Optimization, Data Analysis and HPC in AI（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Wildlife Corridor and Forest Resource Management Through Mathematical Programming toward SDGs

森林資源ランドスケープ管理の最適化とリスク制御

Optimal Corridor Connection Considering Forage Reserve within Spatially Constrained Harvest Scheduling with Area
Restrictions

Sustainable Resource Management against Spread of Disastrous Events within Optimization Framework

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本景観生態学会大会

10th IALE World Congress

山城悠太、光田　靖、伊藤　哲、平田令子

Mitsuda, Y., Ito, S., and Hirata, R.

光田　靖

久保田康裕

ミツバチサミット

生物多様性おきなわブランド発信事業シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

景観構造を用いたニホンミツバチ送粉サービス予測モデルにおける年次変動の評価-4年間の継続調査結果-

Effect of landscape structure on pollination service by the native honeybee (Apis cerana) to hyuganatsu (Citrus tamurana) in
Aya UNESCO Biosphere Reserve

宮崎県綾町における日向夏に対するニホンミツバチ送粉サービスと景観構造との関係

生物多様性の評価

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第60回原子爆弾後障害研究会

FORMATH OKINAWA 2019（国際学会）

FORMATH OKINAWA 2019（国際学会）

International Seminar on Research Consortium for Asian Agri-Forest Resource Management -A2gFReM Research Consortium-（国際学
会）

Mitsuda, Y., and Yamashiro, Y.

Masayoshi Takahashi, Ken-ichi Kamo, Tetsuji Tonda

Tetsuji Tonda

冨田哲治

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Monitoring pollination service by the native honeybee (Apis cerana) to hyuganatsu (Citrus tamurana) in Aya UNESCO Biosphere
Reserve

Appropriate growth function for tree height model of Japanese Larch

Spatial analysis example for cancer mortality data

中性子線の生物学的効果比に基づく固形がん死亡危険度の都市比較

 １．発表者名



2018年

2018年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

FORMATH OKINAWA 2019（国際学会）

The Joint Conference of the Symposiums of the Sustainable Forest Ecosystem Management 2018 and the IUFRO 4.02.02
(SFEM2018/IUFRO 4.02.02)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Atsushi Yoshimoto

 ２．発表標題

冨田哲治

Masayoshi Takahashi, Ken-ichi Kamo, Tetsuji Tonda

Atsushi Yoshimoto

第27回計測自動制御学会中国支部学術講演会（招待講演）

The Joint Conference of the Symposiums of the Sustainable Forest Ecosystem Management 2018 and the IUFRO 4.02.02
(SFEM2018/IUFRO 4.02.02)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Land use management along with biological conservation

時空間情報を活用した回帰モデルによるデータ分析事例の紹介

Growth trend analysis of Japanese Larch (Larix kaempferi) in Japan using long term monitoring data and growth function
selection

Spatially constrained harvest scheduling models with dynamic and static treatments under area restrictions through maximum
flow constraints

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2019年

2017年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 3rd IMI-ISM-ZIB Modal Workshop on Challenges in Real World Data Analysis and High-Performance Optimization（国際学会）

The 4th IMI-ISM-ZIB Modal Workshop on Challenges in Real World Data Analysis and High-Performance Optimization（国際学会）

Atsushi Yoshimoto

Atsushi Yoshimoto

Yoshimoto, A.

Yoshimoto, A.

2017 SFEM SYMPOSIUM（国際学会）

International Symposium FORMATH FUKUOKA 2018（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Discrete Optimization for Resource Management along with Biological Conservation

Optimal Landscape Management against Spread of Disastrous Events by Integer Programming

Integer programming approach for nonlinear spatially-constrained land use allocation under pollination services

Optimal Habitat Connection through Spatially Constrained Harvest Scheduling with Area Restrictions

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Symposium FORMATH FUKUOKA 2018（国際学会）

国際シンポジウムPlant biodiversity in Asia: macroecological patterns and conservation planning（国際学会）

International Symposium FORMATH FUKUOKA 2018（国際学会）

International Symposium FORMATH FUKUOKA 2018（国際学会）
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